
新島襄が英書で学びなおした航海学

三 好 彰

はじめに

同志社大学資料センター・新島遺品庫藏に『函楯紀行』1）（目録番号上
0658）がある。新島は次のように書き始めている。

余、駿台川勝君の塾に寄寓し航海書を読みしに、折々六ケ敷所ありて如
何にしても難分故、中濱満次郎を尋ね其説を聞かんと欲し、其航海書を
腰に附け（後略）

航海書関係者ゆえ中濱満次郎は中濱万次郎の誤記と受け取れる。
万次郎の子孫である中濱博が著書2）で述べているように万次郎はアメリカ
から帰国した時に持ち帰った Bowditch 著 The New American Practical Navi-

gator の 1844年版3）（以下では Bowditch（1844）と略称）を翻訳し『亞美理
加合衆国航海學書』にまとめた。しかし出版されなかったし、断片が中濱家
に現存するとされるが公開されていない。筆者は写本が現存することを見つ
け出した4）。
写本が確認できたことで新島がその一部を写し取っていたことが分かっ
た。この機会に新島遺品庫にある英書に依った航海学関係資料を総括するの
が本稿の目的である。

1．新島遺品庫藏の Bowditch 航海学書に依った 3種の資
料の構成

新島遺品庫に英書に依った航海学に関する 3つの資料がある。資料・上
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0845、資料・上 0846と資料・上 0848である。資料・上 0845は万次郎の
『亞美理加合衆国航海學書』の一部を写したものである。
『亞美理加合衆国航海學書』は Bowditch（1844）に依っている。後述する
が資料・上 0848は Bowditch の 1860年版（以下 Bowditch（1860）と略す）
に依っている。資料・上 0846は万次郎の訳文を写しとっていないので
Bowditch（1860）と見るのが穏当だろう。
Bowditch（1844）と Bowditch（1860）は刊行年に 16年の差がある。この

ため天測データに違いが出て類似の問題で回答に差が出ることがあるもの
の、両版の構成は同じである。なお本稿では Bowditch（1844）と Bowditch

（1860）の両方に共通な場合は Bowditch と略す。
Bowditch は 317ページの本文から成るが、万次郎はその中の 4割弱の下
記の部分を訳出している。ここでの用語は現代の訳語である（万次郎と新島
の訳語は後述する）。

●数学（代数、幾何、対数、三角法）
●天文学と地誌
●風について
●視差、屈折、俯角
●陸上で水平面を作ること

●航法と算法（平面航海算法、距等圏
航海算法、中分緯度航海算法、漸長緯度
航海算法）
●太陽の仰角から時刻を調整
●クロノメータで経度を算出

註：下線を付した箇所を新島は『亞美理加合衆国航海學書』から写しており、イタリ
ック体の部分は『亞美理加合衆国航海學書』に拠っていない。

万次郎は次の箇所を訳出していない。

●計算尺
●潮流について
●測定器の原理（象限儀、六分儀、クロ
ノメータ）
●羅針盤のズレ
●緯度の算出（月の観測、太陽黄度）

●クロノメータの時刻調整（月の仰角、
恒星の高度、子午環儀）
●航海日誌の付け方
●海洋語の解説

註：イタリック体に下線を付した箇所を新島は学んでいる。
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2．中濱万次郎の訳文を写し取った新島遺品庫・目録番号
上 0845「経度緯度等測定法」5）

中濱万次郎が Bowditch（1844）を翻訳した『亞美理加合衆国航海學書』
の写本が東北大学附属図書館にある。小出脩喜撰、福田理軒校『大日本航海
修学書 亜美利加合衆国航海修学書』6）である。そして以下で述べるように
新島遺品庫・目録番号上 0845（『経度緯度等測定法』）は『亞美理加合衆国
航海學書』の一部を写し取ったものである。

2.1 新島遺品庫の目録番号上 0845の図番毎の考察
（a）図番 10845002

目録番号上 0845の最初の図番 10845001は白紙の表紙である。次の図番
10845002の左ページを図 1に示すが、右端に「陸上製海を以て経度を求む
る法」とある。

図 1 新島ノートの製海

新島襄が英書で学びなおした航海学
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万次郎による同じ見出しの記事を図 2に示す。図を入れて 3ページ分であ
る。
描かれている人物像が立ち姿としゃがんだ姿の違いがあるものの、本文は
図 1と図 2ともに「陸の地平は海の地平四望曠遠礙るもの無く如き事能はず
故に陸上に於て経度を測るは前法を以てなさざり。」で始まり「用法前の如
し而て地平差をかくものは製海を用る故なり」で終わる同文である。なお、
この人物像は Bowditch には出ていない、万次郎の発案である。

Bowditch（1844）の p.204に見出し“TO DETERMINE THE LATITUDE ON
SHORE BY MEANS OF AN ARTIFICIAL HORIZON”とあり、陸上で水平面
を作って緯度を測定する方法を述べている。その書き出しは次のようであ
る。

It frequently happens that the latitude of a place on shore cannot be deter-

mined by the usual methods, by a quadrant, sextant, or circle, on account of

not having an open horizon.

万次郎はこの英文を直訳ではなく意を汲んで解説している。
Bowditch（1844）は続いて次のように書いている。

In this case it is customary to make use of an artificial horizon formed by the

図 2 陸上製海を以て経度を求むる法
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surface of a vessel filled with mercury, water, Barbadoes tar, very clear mo-

lasses, or any other fluid of sufficient consistency not to be affected by the

wind.”With this apparatus an observation may be taken on shore when the
altitude of the object does not exceed 60°, with as much ease as at sea.

これに対応する万次郎の訳文は次の通りであり、新島は忠実に写している。

然るに若し製海を以て太陽高度六十度辺までを測り取れば反て海上に
於てなすより正を得となす。製海の法凡器は何に拘はらずと雖ども桶或
は磁器中に水銀水石煤油及び水沙糖の四品を和入し以て海に擬製を因て
示名となす。

陸上で水平面を作るには海のようなものを作ればよい。つまり製海だとい
うわけであるが、風の影響を受けないように Bowditch（1844）は「mercury,
water, Barbadoes tar, very clear molasses（水銀、バルバドス産のタール、糖
蜜）」を入れるとしているが、万次郎は「水銀水石煤油及び水沙糖」と日本
で入手できる物に変えている。そして上記の訳文も逐語訳でなく解説文であ
る。そして新島はこの万次郎の訳文を忠実に書き写している。このため万次
郎が経度を緯度、緯度を経度と真逆に訳しているのを新島はそのまま書いて
いる。

（b）図番 10845003と図番 10845004

図番 10845003の見出しが「太陽の高度を以て時刻を測り時規を正す法」
である。これも万次郎の訳文を新島が書き写している。図番 10845003の最
初 は Bowditch（1844）の p.208 の“TO FIND THE TIME AT SEA, AND

REGULATE A WATCH, BY THE SUN’s ALTITUDE”で始まる記事に対応し
ており、図番 10845004の最後は p.210の“EXAMPLES TO EXERCISE THE
LEARNER”という 6つの例題である。

新島襄が英書で学びなおした航海学
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（c）図番 10845005から図番 10845009まで
図番 10845005は見出し「船時器を以て緯度を求る法」で始まっている。
これは Bowditch（1844）の p.253の中段にある見出し“To find the longitude
by a perfect time-keeper or chronometer”で始まる記事に対応しており、新島
は万次郎の訳文を写している。
図番 10845006から図番 10845009まではその継続の記事であり、図番

10845009の最後は Bowditch（1844）の p.257の EXAMPLE Ⅶである。
ところが例題の表記の仕方が新島ノートと万次郎の訳で異なっている。そ
の 1例を第七例で述べる。図番 10845009の第七例を図 3に示し、万次郎の
訳のそれを図 4に掲げる。
図 3と図 4を比べると「千八百丗六年六月」で始まる課題の文は同じであ
る。しかし、それに続けて書かれている数式が図 3では英語表現だが、万次
郎の図 4では日本語である。つまり新島は課題文は万次郎の訳文を写した
が、答えは Bowditch（1844）の英語表現のままである。
この機会に調べて Bowditch（1844）に誤植があることが分かった。図 3

の左下にある最後の記事は☉’s true altitude 40°00’38”である（註：☉は太陽
の絵文字）。この数値を使って次のページに計算が続くが、次ページで
Bowditch（1844）は☉’s true altitude が誤植で 40°00’44”になっていて以降
の計算をしている。万次郎はこの誤植に気が付いて 40°00’38”で計算し正し
い答を得ている、さすがである。新島が見た Bowditch（1860）ではこの誤
植は直っている。
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（d）図番 10845010

図番 10845010の見出し「心背差反映差竝地平差略説」は Bowditch（1844）
の p.153の見出し“ON PARALLAX, REFRACTION, AND DIP OF THE HO-
RIZON”の訳である。
見出しに続く邦訳文は次の通りである。

心背差は日月星三物の実高度をいふ。譬は視者地心に在て是を測るべ
きを地背に於て測る。故に勾股弦の三線を生す。左の図ハイは即心背差
なり。日差は載て表の第十四に在り。取以て視高度を加算すべし。月星
は表に載せず海暦に於て求むべし。

ところが参照している「左の図」を写していない。この書き出し部は Bow-

ditch（1844）の次の表現を万次郎が解説的に訳したものである。

図 3 新島ノート第七例 図 4 第七例の万次郎の訳

新島襄が英書で学びなおした航海学
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PARALLAX（or diurnal parallax）is the difference between the true altitude
of the sun, moon, or star, if it were observed at the centre of the earth, and

the apparent altitude, observed, at the same instant, by a spectator, at any

point on the surface of the earth.

Bowditch（1844）では、この文に続いて図を参照する 20行を越す長文があ
るが、万次郎は「故に勾股弦の三線を生す。左の図ハイは即心背差なり。」
と要点を記すにとどめている。これに続く「日差は載て表の第十四に在り。
取以て視高度を加算すべし。月星は表に載せず海暦に於て求むべし。」は下
記の英文を解説的に訳したものである。

The sun’s mean parallax in altitude is given in Table XIV., for each 5° or

10° of altitude. The moon’s horizontal parallax is given in the Nautical Al-

manac, for every noon and midnight at the meridian of Greenwich ; also that

of the sun for every ten days, and the parallaxes of Venus, Mars, Jupiter, and

Saturn, for every five days, throughout the year.

図番 10845010の中央部は空白であり、左端に次の文が書かれている。

反映差は日月星各光の映他の各気に激遮され直透する事を得ずして斜透
す。故に各光其所在より反映して高く顕る。左の図ツ子の如し。図に於
て譬ば磁器底に銀片を置き視者退て器口を平視すれば銀片みえず。若一
人ありて是に水を注盈すれば銀片反映して器口に見る。この類一理也。
此差載て表の第十二

この文は Bowditch（1844）の p.153の下段に見出し“Refraction of the heav-
enly bodies”で始まる英文を万次郎が解説したものである。

（e） 図番 10845011

資料上 0845の最後の図番が 10845011である。その左ページは白紙であ
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り、右ページに図 5に示す山の絵が描かれている。同図を左に 90°回すと山
の絵の上に「にあり取以て視高度より減算すべし」とあるのは上記した図番
10845010の左端の文の最後の「此差載て表の第十二」に続く万次郎の訳文
と同文である。

山の絵は Bowditch（1860）の p.154の下段にある見出し“Dip of the hori-
zon”の記事に対応しており、p.155にわたって書かれた記事を絵解きしたも
のである。そして図 5の最下段に書かれている“6’, corresponding to the
lower observer, being the same as was found by the table.”は Bowditch（1844）
の p.155を締めくくる文である。万次郎はこの英文を訳していない。新島は
英文を邦訳しないで、この問題を解いた。

2.2 新島遺品庫の目録番号上 0845の図番毎の考察
上述した新島遺品庫資料上 0845を Bowditch の見出し語で整理する。見

出し語の現代訳を付し、Bowditch の該当ページ領域を示す。なお万次郎も
新島も部分訳である。そして紙面の関係で取り上げていない箇所が以下のよ
うにある。

•ON PARALLAX, REFRACTION, AND DIP OF THE HORIZON（水 平 線
の視差、屈折、俯角），pp.153-155

図 5 図番 10845011

新島襄が英書で学びなおした航海学
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•TO DETERMINE THE LATITUDE ON SHORE BY MEANS OF AN AR-
TIFICIAL HORIZON（陸上で緯度を観測する工夫），pp.204-205
•TO FIND THE TIME AT SEA, AND REGULATE A WATCH, BY THE

SUN’S ALTITUDE（太陽高度からクロノメータの時刻の調整），pp.208-
212

•TO FIND THE LONGITUDE BY A CHRONOMETER（クロノメータの
時刻の調整），pp.254-259

3．新島遺品庫の目録番号上 0848 の資料7）の考察

3.1 新島遺品庫の目録番号上 0848の図番毎の考察
新島遺品庫の目録番号上 0848「数学ノート（三角法）」は Bowditch

（1860）に依っていることを最初に述べ、ついで主な記事を概説する。

（a）図番 10848007

図 6に図番 10848007の左のページ
を示す。表の形式になっており、その
右端に上から順に Mercury, Venus,

Earth, Mars, Vesta, Juno, Pallas, Ceres,

Jupiter, Saturn, Uranus, Neptune と書か
れている。これらは太陽系の惑星と小
惑星の名称を太陽に近い順に書いたも
のである。
図 6では見にくいが Neptune（註：
海王星）の左隣に縦書きで一八四十六
年と書かれている。万次郎が翻訳に使
っ た Bowditch（1844）の pp.45-47に
同様の記事があるものの Neptune は
出ていない、そして万次郎はこの部分
を翻訳していない。海王星が発見され 図 6 図番 10848007左
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たのは 1846年なので、当然ながら Bowditch（1844）に出ていない。
上述したように Bowditch（1844）は万次郎が持ち帰ったが、その他で幕末
に日本に将来したことが確認できている Bowditch は万延元年（西暦 1860

年）遣米使節団がアメリカ政府から 100冊もの寄贈を受けた Bowditch

（1860）である8），9）。この使節団は安政五年に締結した日米修好通商条約の
批准書を交換のために派遣された。その前に専門書が持ち込まれたことはあ
るまい。
その 100冊の 1つと考えられるのが静岡県立中央図書館の葵文庫にあり、

それには幕府の洋学校の蕃書調所の印が捺されている。なお葵文庫は徳川宗
家が静岡に移封した際に持ち込んだ蕃書調所などの旧幕府公的機関の旧蔵書
の一部である。
Bowditch（1860）に Neptune が出ている。それゆえ新島が資料・上 0848

に書き残しているのは Bowditch（1844）ではなく Bowditch（1860）に依っ
たわけである。

（b）図番 10848009

図 7に図番 10848009を掲げる。左ページの左端中央部に「52 ブレイン
セイリンク」と書かれている。これは Bowditch の p.52から始まる Plain

Sailing（万次郎の訳：平面走法）の記事である。左ページに三角形の図が 3

つあり、その近傍に 3, 4, 5と書かれているのは、Bowditch の p.55の CASE

Ⅲ、p.56の CASEⅣ、p.57の CASEⅤにそれぞれ対応している。

新島襄が英書で学びなおした航海学
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Plain Sailing は球形である地球を平面と見なし、ごく近い距離の航海の近
似解を平面幾何学で解く便法であり、現在では平面航海算法という。
図 7の右ページ中央部と下部に 2つの複雑な図が描かれているが、それら
は Bowditch の pp.59-61で解いている Traverse Sailing（万次郎の訳：縦横走
方）に関するものである。図 7の中央部の図は p.60の EXAMPLE Ⅰの図
と、下部の図は p.61の EXAMPLE Ⅱの図と同じである。
Traverse Sailing は短い距離をジグザグに進む航法で、Plain Sailing のやり
方を繰り返す算法であって現在では連針針路航海算法という。万次郎はこれ
らの諸問題を訳しているが、新島のノートに訳文が無いので英文を読みこな
して問題を解いたとみなせる。

（c）図番 10848010

図 8に図番 10848010右ページを示す。最上部に Parallel Sailing（万次郎
の訳：等分走方）と書かれており、その右に六十三葉と書かれている。東か

図 7 図番 10848009
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西に、つまり赤道に平行に航海する航海算法が PARALLEL SAILING であ
り、現在では距等圏航海算法という。

PARALLEL SAILING の解説文を万次郎は訳していないが、その要点は
「B は地球の中心、P は極（北極ないし南極）、AB は地球の半経、PCA は 4

分の 1の経線、CD は AB に平行な線＝緯度とすると、AB の緯度の余弦が
CD である。よって 2つの経線間の赤道面での孤の長さと当該緯度での孤の
長さの比は、半径とその緯度での余弦の比になる」である。これを表現した
算術式を新島は図 7の下段に書いているが、その式は Bowditch に出ておら
ず、万次郎の訳にもない。新島の発案と考えられる。
図 8の下部には「53°36’S, 10°18’e, distance W 236」と書いてあり Bow-

ditch の p.65に出ている下記の演習問題（Quest II）を解いている。

Quest. II. A ship from the latitude of 53° 36’ S., longitude 10° 18’ E., sails

図 8 新島襄が英書で学びなおした航海学
（図番 10848010）

新島襄が英書で学びなおした航海学

― 73 ―



due west 236 miles ; required her present longitude.

.4 ns. 3° 40’ E.

万次郎はこの演習問題を取り上げていない。
図 8では見にくいが移動距離 236海里を赤道面での値とし、Parallel Sail-

ing の計算法に従って 236海里を緯度 53°と 54°に換算した値である 196と
201が書かれている。それぞれ 236/cos（53°）/2、236/cos（54°）/2であるから良
いとして、その和の半分の値である 198.5で以降の計算をしている。これで
は緯度が 53°30’ととなり、問題が与えている 53°36’と 6’ の差が出てしまう。
図 8が答を 3°41’としていて、Bowditch の上記の答えである 3°40’とは 1’の
差があって合わないのはそのためである。これでは正解ではない。このこと
に気が付いて、万次郎に問い合わせに行こうとしたのかもしれない。
なお Bowditch ではこの問題を、対数を用いた解法と BY INSPECTION

（万次郎の訳：捷算法）と言って面倒な計算をしないで巻末にある第 2表を
引いて近似解を得る方法でも解いているが、新島はどちらも取り上げていな
い。万次郎は捷算法がアメリカ船で広く使われていると書いている。
また Bowditch に BY GUNTER として計算尺を用いた解法が出ているが新

島も万次郎もこの解法を用いていない。幕末に計算尺を使っていなかったの
で妥当な判断である。

（d）図番 10848011

図番 10848011の左ページ上段に 49°30’S、36°40’W と書いた図がある。
これは Bowditch の p.65に出ている CASE Ⅱを図解したものであるが答は
書かれていない。万次郎はこの問題と解答を訳出している。その下に「六十
六 Middle latitude Sailing」とあり、図 9に示す図番 10848011の右のページ
へと続いている。
東西距 departure は緯度で差が出るが、起点と着点の中間の緯度で移動し
たと見なし近似解を得るのが Middle latitude Sailing（万次郎の訳：経度中分
走方）である、現在では中分緯度航海算法という。ここでも万次郎は緯度と
経度を真逆に訳している。
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図 9に「六十八葉 第一」とあり、描かれている図は Bowditch の p.68に
ある CASE Ⅰの問題“The latitudes and longitudes of two places given, to find
their bearing and distance”に描かれている図を写したものである。新島はこ
の英文を訳していない。万次郎の訳は「両所の経緯度を設て方位里数を求る
法」である。
新島は解析幾何学の手法で解いているが、図 9に書かれている数式は

Bowditch に出ていない。新島の工夫である。

なお新島は軍艦操練所で航海学を蘭書で学んだ、その時に解析幾何学の手
法をものにしていた10）。新島は航海学を英書で学びなおしたのである。

（e）図番 10848012、10848013, 10843014
図番 10848012は Bowditch が MIDDLE LATITUDE SAILING を説いてい

る p.70の CASE Ⅱ、p.71の CASE Ⅲ、図番 10848013は p.72の CASE Ⅳと
p.73の CASE Ⅴ、そして図番 10848014は p.74の CASE Ⅵを解いている。
万次郎はこれらの問題と回答を訳しているが、それを新島は見なかったよう
だ。
図番 10848012は「ロカリ」と注記して対数 logarithm（万次郎は logarithm

図 9 Middle Latitude Sailing の例題
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を「定率」と訳している）によって解いている。
また新島は「インスペクション」と注記して Bowditch の BY INSPEC-

TION の解法でも解いている。しかしコンパスの示す進行方向に沿って作ら
れている巻末の表Ⅰと表Ⅱを見て答えを導き出すのだが、その表について述
べていないので解法が理解できていたかどうかが読み取れない11）。

（f）図番 10848015左ページ
図番 10848015の左ページの上段を図 10に示す。最上部に“78 Mercator’s

Sailing”とあり Bowditch の p.78から始まる Mercator’s Sailing（万次郎の
訳：マケータシ走方）の項である（註：万次郎は ‘s を「シ」と訳してい
る）。現在では漸長緯度航海算法という。Mercator’s Sailing はメルカトール
図法を使う計算法であり上述した他の方法と違って近似解でない。

描かれている図は p.80に出ている CASE Ⅰの例題である。
興味深いのはカタカナで書かれた略語である。それぞれ下記のような英語
に対応している。

ラチノサ Difference of latitude

ヂペル Distance of Perpendicular

ラチノメリノデフ Meridian Difference of latitude

図 10 Mercator’s sailing の書き出し
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（e）で述べた「ロカリ」を含めて、このような略語が英学者、英学徒の間で
飛び交っていたようだ。英語への取り組みの一環だが好ましいと言うべき
か、おぞましいと言うべきか、いずれにしろこのような略語は現在では使わ
ない。万次郎は、この問題を訳出しているがこれらのカタカナの訳語は使っ
ていない。
図番 10848015の右ページの影印は略すが Bowditch の pp.80-81に出てい

る CASE Ⅱの要点を新島は書いている。その中に BY INSPECTION の項に
ある解説文を新島が邦訳している。原文（英文）と対比して示すと次の通り
である。

“half of the meridional difference of latitude 120.5, I find the departure
148.8, which, being multiplied by 2, gives the difference of longitude 298

miles, nearly.”

241/2＝120.5＝緯度の午線差ノ半也。是ニ依テ dep 148.8ヲ見出ス。此
ニ二ヲ乗ジテ后経度ノ差ヲ得ル也 経度ノサ＝298 miles

なお万次郎はこの英文を訳していない。

（g）図番 10848001

新島ノート上 0848の最初のページである図番 10848001を図 11に示す。
まず目につくのが「五十九」である。最上段左の図は Bowditch の p.13に出
ている例題 LⅠⅩの図と同じである。新島はローマ数字が読めたのが分か
る。
そして最下段の図は Bowditch の p.14の例題 LⅩの図と同じである。幾何

学の問題である。
継続する図番 10848002は Bowditch の p.14に対応しており、図 番

10848003の左ページは p.15に対応している。
万次郎は例題 LⅠⅩと LⅩを訳している。新島は英文のまま問題が理解で

きたので、この図番にも邦訳文は書いていない。
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（h）図番 10848003の右ページ
図 12に掲げる図番 10848003の右ページの中央部に上下を分けるように曲
がった線が引かれている。上部に書かれている 14957などの数字は対数を解
説している Bowditch の p.29の下記の文に対応している。

Thus, if the logarithm of 14957 was required ; opposite to 149, and under 5,

is 17464 ; the difference between this and the next greater number, 17493, is

29, the difference D ; this multiplied by 7（the last figure of the given num-
ber）gives 203 ; crossing off the right-hand figure leaves 20.3 or 20 to be
added to 17464, which makes 17484 ; to this prefixing the index 4, we have

the sought logarithm, 4.17484. This correction, 20, may also be found by in-

spection in the small table in the margin, marked at the top with D＝29, and
opposite to the fifth figure of the number, namely 7, at the side ; the corre-

sponding number is the correction, 20.

図 11 図番 10848001
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そして下部に書かれている数値 57818, 57811は Bowditch の p.30に出ている
ものである。これも対数に関する記事である。

（i）継続する図番 10848004の左ページ上部には Bowditch の p.34の同じく
対数の記事を引き写した 9.70159＋9などの記述がある。
その図番 10848004左ページの下段に三角形の図が描かれているが、その
図は Bowditch の p.38で確認できる。万次郎はこれらの問題、解答を訳して
いない。

（j）図番 10848004の右ページから図番 10848006まで
図番 10848004右ページの中央部に Oblique（万次郎の訳：不直角）とあ

る。その上に書かれている 2つの三角形の図は Bowditch の p.40の Right-

Angled（万次郎の訳：直角）Trigonometry の CASES Ⅳ、Ⅴの図と同じであ
る。万次郎は問題文を訳している。新島は英文も邦訳文も書いていない、英
語が分かったので訳すまでもなかったと受け取れる。

図 12 図番 10848003

新島襄が英書で学びなおした航海学

― 79 ―



そして Oblique の左に描かれている三角形は Bowditch の p.41の Oblique

Trigonometry の CASE Ⅰに対応する図である。万次郎はこの問題文を訳し
ているが、新島は英文でも邦訳文も書いていない。
最下段に描かれている図は Bowditch の p.13の例題 LⅧの図であり、次の

図番 10848005の左ページは p.42、右ページ上段は p.43に対応している。
右ページ最下段の円の図は Bowditch の p.14の例題 LⅩの図である。万次

郎はこの問題文を訳しているが、新島は英文も邦訳文も書いていない。
図番 10848006左ページは Bowditch の p.43下段、そして図番 10848006右

ページの上部は p.44に対応している。万次郎はこの問題文を訳しているが、
新島は英文も邦訳文も書いていない。この英文は訳すまでもなく分かったわ
けだ。

3.2 新島遺品庫の目録番号上 0848のまとめ
上述した新島遺品庫資料上 0848を Bowditch の小見出しで新島が学んだ

ことを下記に示す。

•GEOMETRY（幾何）pp.4-17
•LOGARITHMS（対数）pp.28-35
•PLANE TRIGONOMETRY（三角法）pp.36-44
•ASTRONOMY AND GEOGRAPHY（天文学と地誌）pp.45-51
•PLANE SAILING（平面航海算法）pp.52-58
•TRAVERSE SAILING（連針路航海算法）pp.59-62
•PARALLEL SAILING（距等圏航海算法）pp.63-65
•MIDDLE LATITUDE SAILING（中分緯度航海算法）pp.66-77
•MERCATOR’S SAILING（漸長緯度航海算法）pp.78-116

（ ）内は小見出しの現代訳である、その Bowditch の該当ページ範囲を示
す。
なおその範囲に万次郎も新島も取り上げていない箇所があり、紙面の関係
で新島の記事で本稿で取り上げていない箇所があることを断っておく。
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4．新島遺品庫の目録番号上 0846 の資料“Variation of
the Compass”12）の考察

4.1 新島遺品庫の目録番号上 0846の図番毎の考察
（a）図番 10846001

資料上 0846の表紙である図番 10846001に Variation of the Compass（註：
磁針のずれ）と書いてあり、その下に磁針が地軸とずれることを図 13のよ
うに示している。この図は Bowditch の p.158の次のような書き出し部を新
島が図解したと見なせる。

VARIATION OF THE COMPASS.

It was many years after the discovery of the compass, before it was sus-

pected that the magnetic needle did not point accurately to the north pole of

the world ; but, about the middle of the sixteenth century, observations were

made in England and France, which fully proved that the needle pointed to

the eastward of the true north. This difference is called the variation of the

compass, and is named east when the north point of the compass（or mag-
netic north）is to the eastward of the true north, but west when the north
point of the compass is to the westward of the true north.（筆 者 試 訳（大
意）：磁針が真北を指さず、東にずれることが 16世紀半ばになって観測
で確認された。これを磁針のずれという。）

Bowditch では p.165まで磁針のずれの記事が続くが新島ノートに関連の
記述はない。訳すまでもないと判断したようだ。なお万次郎はこの記事を取
り上げていない。

新島襄が英書で学びなおした航海学

― 81 ―



（b）図番 10846002

図 14に図番 10846002の左ページを示す。上端に“TO FIND THE LATI-
TUDE BY OBSERVATION”（万次郎の訳：視高度を以て経度を求る法）と
書いてあるのは Bowditch の p.166に対応している。
図 14の最下段に英文と邦訳文を対訳で示している。英文を翻刻すると次
のようであり、Bowditch の対応部を正しく書き写している。

In a back observation with a sextant or circle, by measuring the supplement

of the altitude,（by bringing the lower limb of the image of the object to
touch the back horizon,）the semidiameter and refraction must be added to
the true altitude given by the instrument, and the dip and parallax subtracted

therefrom, and, by subtracting 90° from the remainder, the true zenith dis-

tance will be obtained.

図 13 磁針のずれ
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新島の邦訳文は次のようである。

高度ノソップレメントヲ測ル鄿ニ依テセキスタン或ハシルクルヲ以テノ
ベックオブシルウェーシンニ於テハ器械ニ依テ測ラレタル高度ニ半径及
ヒ反照差ヲ加ヘ而シテ其ヨリ、水平深、心背差ヲ減ス。而シテ其残リタ
ル者ヨリ九十度ヲ減スレバ則眞ノ「セネ」ノ距离ナリ

カタカナ書きしただけの訳語にソップレメント（supplement）、セキスタ
ン（sextant）、シルクル（circle）、セネ（zenith）がある。また水平深（Dip
of Horizon）、心背差（Parallax）、反照差（Refraction）などの専門用語の訳出
は新島の苦闘を伝えている。
万次郎は次のように邦訳している。

セキシタン器を以て太陽下弧の高度を背測し得る。半経竝反映差を加え

図 14 図番 10846002
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べし、地平差心背差は減ずべし、其減余を以て九十度より減じ余を天頂
里と為す

このケースでも万次郎は逐語訳ではなく要点を解説している。（）に現代の
一般的な訳語を付して万次郎の専門用語の訳語を見ると、supplement（補
孤）と circle（円）は訳出しておらず、sextant（六分儀）をセキシタント、
zenith（天頂）を天頂、Dip of Horizon（俯角）を地平差、Parallax（視差）を
心背差、Refraction（屈折）を反映差と訳している。万次郎も新島と同じよ
うに邦訳語に苦心したのが分かる。

（c）図番 10846006

図 15に図番 10846006の左ページを掲げる。図 15の中央は Bowditch の
170ページの脚注を訳したもので、英和対訳で以下のようである（図 15で
中央部に書かれている新島の邦訳は下線を付した英文に対応している）。

図 15 図番 10846006
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Longitude may be turned into time, without the help of Table XXI, by

multiplying the degrees and minutes of the longitude by 4, and considering

the product as minutes and seconds of time respectively ; and, by the inverse

process of dividing by 4, we may turn time into degrees, &.c. Thus, 80° x 4−

＝320 m ＝5 h 20 m ; and 15° l 6’x 4−＝61 m 04 s ＝1 h 1 m 4 s. In like

manner, 1 h 20 m or 80’m, being divided by 4−, gives 20°, and I 96 m, being

divided by 4, gives 49°, which agree with the table.

経度の度数および分数を時に直さんと欲せばそれぞれに 4を乗れば乃ち
時分数を得る也

クロノメータの指すグリニッチ標準時刻との時間差と、それから得られる経
度を月の仰角で微調整する（現在では月距法という）ことを説明している。
万次郎はこの項全体を訳出していない。

4.2 新島遺品庫の目録番号上 0846のまとめ
上述した新島遺品庫資料上 0846を Bowditch の見出し語で整理する。見

出し語の現代訳を（）内に付し、Bowditch の該当ページ領域を以下に示す。

•VARIATION OF THE COMPASS（磁針のずれ），pp.158-165
•TO FIND THE LATITUDE BY OBSERVATION（天測で緯度を求める
法），pp.166-169
•TO FIND THE LATITUDE BY A MERIDIAN ALTITUDE OF THE

MOON（月の仰角から緯度を求める法），pp.170-173

なお万次郎も新島もこの領域の全体を訳したわけでない。また紙面の関係で
新島の記事で取り上げていない箇所があることを断っておく。
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5．まとめ

Bowditch は 317ページの本文に、449ページから成る付表と付録が付いた
大書である。万次郎は本文の 172ページに該当する部分を訳出している。新
島の資料で確認できるのは原文の 55ページ分である。
新島は随所に英文を書いているし、万次郎とは違う邦訳文も書いている。
英語の勉強を始めて間もない頃だが、かなりの英語力を身に付けていたこと
を窺わせる。
ところで現時点では万次郎の訳文は中濱家に断片があるだけである。『函
楯紀行』の冒頭で万次郎のところに疑問点を質しに行こうとしていたのだか
ら新島はそれ以前に万次郎宅で見たのかもしれない。新島が一部とはいえ万
次郎の訳文を写し取っているのは歴史的に貴重と思える。
擱筆に当り、図 1、図 3、図 5～15の使用を許可いただいた同志社大学社
史資料センター、および図 2と図 4の使用を許可いただいた東北大学附属図
書館に謝意を表する。
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１０）三好彰「新島襄の蘭学」『新島研究』第 111号（同志社社史資料センター、

2019）、pp.59-85
１１）新島遺品庫資料 上 0844の図番 108440003に「此ヂパチャヲ以折中緯度のラチ

チュードのコロムン相当はヂスタンスコロムンの者を取り以経度の変位を知る」
と書かれている。その傍に書かれている記述から、NNW（北北西）の進路に相
当する巻末の表Ⅰの Latitude の column 16.6と Distance の column 18のところの
6.9が Departure であるという正解を得ており、By Inspection が理解できている。
洋上で Taylor 船長から学んだと受け取れる。船長は新島の理解力の高さを認識
したことだろう。

１２）新島襄“Variation of the Compass”（新島遺品庫目録番号上 0846）
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